
五條小学校通信

2013年９月１８日

第９号
かけはし

五夢りん宣言
前号からの続きです。子どもたちは 「五夢りん」と対面後、生徒指導の徳本先、

生から再び始まる学校生活について話を聞きました。それから、先生は、ステー
ジからフロアへエスコートした「五夢りん」を横に 「五夢りん宣言」を発表しま、
した。
これまで、五條小学校には３つの約束がありました。
１．五小の子は、あいさつをします。
１．五小の子は、きまりを守ります。
１．五小の子は、そうじをいっしょうけんめいします。
この「五小っ子宣言」なるものをさらに充実させるため、今一度、五條小学校

の子は何を目指し、どう伸びていくのかということを各学級、全員で話し合う機
会をもちました。そして、集まった子どもたちの声に「今の子どもたちの長所を
生かし、課題を克服するためには何が必要か」という私たち教員の願いも加えて
再編作業を進めました。その中で大河ドラマ「八重の桜」で話題と
なった 「什（じゅう）の掟 「ならぬものはならぬ」のように、、 」、
インパクトのあるものにしたいということで完成させたのが次の宣
言です。

「お・あ・ご・おじゃ・こ・さ・はい」？
「何、それ？」
と思われた保護者の皆様は、お子さんにたずねてみてください。




